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記
録
。

　
本
大
会
で
は
指
揮
者
を
含

め
50
人
が
出

場
、「

人

類

の
覚
醒
」
を

テ
ー
マ
に
躍

動
感
あ
ふ
れ

る
演
奏
演
技

で
聴
衆
を
魅

了
し
た

写

真
。

　
ま
た
、
専

修
大
学
北
上

高
校
（
岩
手

県
北
上
市
、

及
川
和
夫
校

長
）
の
吹
奏

楽
部
は
、
同

小
編
成
部
門
で
銅
賞
を
受
賞

し
た
。

　
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　
岩
手
県
は
、
東
日
本
大
震

災
津
波
か
ら
の
復
旧
・
復
興

を
最
重
要
課
題
と
し
て
、

「
誰
一
人
と
し
て
取
り
残
さ

な
い
」
と
い
う
理
念
の
下
、

被
災
者
一
人
一
人
に
寄
り
添

い
な
が
ら
、
復
興
の
取
り
組

み
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　
そ
の
よ
う
な
折
、
２
０
１

９
年
は
被
災
し
た
三
陸
地
域

に
お
い
て
、
三
陸
鉄
道
リ
ア

ス
線
全
線
開
通
や
、
震
災
復

興
へ
の
感
謝
と
復
興
の
取
り

組
み
と
三
陸
地
域
の
魅
力
を

発
信
す
る
三
陸
防
災
復
興
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
２
０
１
９
の
開

催
、
東
日
本
大
震
災
津
波
伝

承
館
の
開
館
、
ラ
ク
ビ
ー
ワ

ー
ル
ド
カ
ッ
プ
２
０
１
９
釜

石
開
催
な
ど
が
予
定
さ
れ
、

国
内
外
か
ら
大
き
な
注
目
を

集
め
る
年
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
内
陸
地
域
に
お
い

て
は
、
自
動
車
や
半
導
体
関

連
産
業
の
集
積
が
進
み
、
更

に
、
世
界
最
先
端
の
素
粒
子

実
験
施
設
で
あ
る
Ｉ
Ｌ
Ｃ
国

際
リ
ニ
ア
コ
ラ
イ
ダ
ー
の
実

現
に
向
け
て
取
り
組
み
を
強

化
し
て
お
り
、
19
年
は
岩
手

県
へ
の
大
き
な
人
の
流
れ
を

生
み
出
す
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え

て
い
ま
す
。

　
震
災
を
き
っ
か
け
に
若
者

の
岩
手
県
へ
の
就
職
に
向
け

た
志
向
は
高
ま
っ
て
い
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
人
生
で

か
け
る
べ
き
も
の
を
真
剣
に

考
え
、
そ
の
中
で
地
方
を
働

く
場
、
暮
ら
し
の
場
と
し
て

選
択
す
る
方
が
増
え
て
い
る

の
だ
と
思
い
ま
す
。

　
岩
手
県
で
は
、
こ
の
地
方

志
向
の
高
ま
り
に
呼
応
し

て
、
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
就
職
の

支
援
相
談
窓
口
を
東
京
に
２

カ
所
設
置
す
る
と
と
も
に
、

大
学
と
の
連
携
組
織
「
岩
手

Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
ク
ラ
ブ
」
を

昨
年
創
設
し
、
サ
ポ
ー
ト
体

制
を
強
化
し
て
い
ま
す
。
今

後
の
岩
手
県
の
未
来
を
創
造

し
て
い
く
た
め
に
は
、
専
修

大
学
の
皆
さ
ん
の
力
が
必
要

で
あ
り
、
自
分
ら
し
く
岩
手

で
生
き
る
若
者
を
支
援
し
て

い
き
ま
す
。
皆
さ
ん
の
自
己

実
現
、
働
く
、
暮
ら
す
こ
と

に
つ
い
て
、
岩
手
県
が
選
ば

れ
る
よ
う
、
皆
さ
ん
の
Ｕ
・

Ｉ
タ
ー
ン
就
職
を
サ
ポ
ー
ト

し
て
い
き
ま
す
。

　
岩
手
県
は
、
本
年
４
月
か

ら
始
ま
る
総
合
計
画
に
お
い

て
、
復
興
の
実
践
で
培
わ
れ

た
一
人
一
人
の
幸
せ
を
守
り

育
て
る
姿
勢
を
県
政
全
般
に

広
げ
、
県
民
相
互
に
、
更
に

は
、
岩
手
県
と
関
わ
り
の
あ

る
人
々
が
互
い
に
幸
福
を
守

り
育
て
る
岩
手
の
実
現
を
目

指
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
と

共
に
岩
手
県
の
未
来
を
築
く

こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま

す
。

　
本
年
が
皆
さ
ん
に
と
っ
て

健
康
で
幸
多
き
年
と
な
り
ま

す
よ
う
、
心
か
ら
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。

【Ｕ・Ｉターンサポート窓口】https://www.shigotoba-iwate.com/supportmember/member/137

　※「岩手県Ｕ・Ｉターンセンター」（東京都東銀座）、「いわて暮らしサポートセンター」（東京都有楽町）ほか

地
方
創
生
の
世
に
出
る
学
生
諸
君
へ

岩手県知事

就
職
課
か
ら

　〈
４
年
次
生
へ
〉
川
崎

市
と
の
共
催
で
２
月
６
日

（
水
）
に
学
内
企
業
説
明
会

ｉ
ｎ
サ
テ
ラ
イ
ト
を
開
催
し

ま
す
。

　
午
前
の
部
は
10
時
か
ら
、

午
後
の
部
は
14
時
か
ら
開
始

し
ま
す
。
46
社
も
の
企
業
が

来
校
す
る
予
定
で
す
。
皆
さ

ん
を
必
要
と
し
て
い
る
企
業

ば
か
り
で
す
。
多
く
の
企
業

の
説
明
を
聞
い
て
み
て
く
だ

さ
い
。

　
就
職
、
進
学
な
ど
卒
業
後

の
進
路
が
決
定
し
た
皆
さ
ん

は
就
職
課
に
「
進
路
届
」
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　〈
３
年
次
生
へ
〉
１
月
30

日
（
水
）、
31
日
（
木
）
に

第
２
回
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
を

実
施
し
ま
す
。
筆
記
試
験
対

策
、
業
界
・
企
業
研
究
、
面

接
、
就
活
マ
ナ
ー
対
策
な

ど
、
い
よ
い
よ
本
格
化
す
る

就
職
活
動
を
前
に
、
注
意
点

や
ア
ド
バ
イ
ス
を
伝
え
ま

す
。

　
ま
た
、
２
月
に
実
施
す
る

企
業
研
究
講
座
、
３
月
に
実

施
す
る
学
内
企
業
説
明
会
の

参
加
企
業
一
覧
を
配
布
し
ま

す
の
で
、
必
ず
出
席
し
て
く

だ
さ
い
。

　
い
ま
皆
さ
ん
に
必
要
な
こ

と
は
、
多
く
の
業
界
・
企
業

を
知
る
こ
と
で
す
。
企
業
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
る
だ
け

で
な
く
、
自
分
の
足
で
情
報

を
集
め
ま
し
ょ
う
。

　
い
わ
ず
と
知
れ
た
サ
ン

テ
グ
ジ
ュ
ペ

リ
の
世
界
的
ロ
ン
グ
セ
ラ
ー
、『
星
の
王

子
さ
ま
』。
こ
の
作
品
の
主
題
に
つ
い
て

は
さ
ま
ざ
ま
な
研
究
や
解
釈
が
な
さ
れ
、

多
く
の
著
作
が
刊
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
ひ
と
つ
に
、『
誰
が
星
の
王
子
さ

ま
を
殺
し
た
の
か
』（
安
冨
歩
著
、
明
石

書
店
、
２
０
１
４
年
）
が
あ
り
ま
す
。
同

書
は
こ
の
作
品
に
つ
い
て
、
王
子
が
自
分

の
星
に
咲
い
た
バ
ラ
か
ら
受
け
た
モ
ラ
ル

･

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
よ
っ
て
精
神
が
混
乱

し
、
放
浪
先
の
地
球
で
出
会
っ
た
キ
ツ
ネ

の
助
言
が
セ
カ
ン
ド
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
と

な
っ
て
さ
ら
に
自
分
を
責
め
る
こ
と
に
な

り
、
毒
蛇
に
自
身
を

噛か

ま
せ
て
自
殺
に
至

る
物
語
で
あ
る
、
と

解
釈
し
て
い
ま
す
。

　
王
子
は
自
分
の
星

で
バ
ラ
を
懸
命
に
世

話
す
る
の
で
す
が
、
バ

ラ
の
高
慢
な
態
度
に

疲
れ
て
星
を
あ
と
に

し
ま
す
。
バ
ラ
自
身
は
王
子
を
虐
待
し
よ

う
と
し
て
わ
が
ま
ま
を
言
っ
て
い
た
わ
け

で
は
な
い
で
し
ょ
う
し
、
王
子
も
ま
た
、

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
被
害
者
で
あ
る
と
い
う

意
識
は
持
ち
合
わ
せ
て
い
ま
せ
ん
。
そ
れ

ど
こ
ろ
か
、「
バ
ラ
に
対
し
て
責
任
が
あ

る
」
と
思
い
込
ん
で
し
ま
う
の
で
す
。

　
モ
ラ
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
と
は
、
こ
と

ば
や
態
度
な
ど
に
よ
っ
て
人
の
心
を
傷
つ

け
る
、
精
神
的
な
暴
力
や
虐
待
の
こ
と
で

す
が
、
恐
ろ
し
い
の
は
、
被
害
者
が
、
こ

う
な
っ
た
の
は
自
分
の
せ
い
だ
と
思
い
込

む
よ
う
に
な
り
、
深
刻
な
事
態
に
な
っ
て

し
ま
う
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

　
自
分
が
被
害
者
な
の
に
加
害
者
を
擁
護

し
て
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
で
は
な
い
と
主
張
す

る
…
…
あ
な
た
の
近
く
に
そ
ん
な
王
子
は

い
ま
せ
ん
か
。
彼
を
救
う
最
善
の
方
法

は
、
あ
な
た
が
対
策
室
に
声
を
掛
け
る
こ

と
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

（
キ
ャ
ン
パ
ス
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

 

対
策
室
員
・
齋
藤
雅
彦
）

星
の
王
子
さ
ま
と

 

モ
ラ
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

　
フ
ラ
ン
ス
革
命
期
を
研
究

し
て
い
る
米
国
ノ
ー
ス
カ
ロ

ラ
イ
ナ
大
学
チ
ャ
ペ
ル
ヒ
ル

校
の
大
学
院
生
ジ
ェ
フ
リ
ー

・
ラ
イ
ア
ン
・
ハ
リ
ス
さ
ん

が
12
月
、
専
修
大
学
所
蔵

「
ミ
シ
ェ
ル
・
ベ
ル
ン
シ
ュ

タ
イ
ン
文
庫
」
の
資
料
の
研

究
に
来
日
。
約
３
週
間
生
田

キ
ャ
ン
パ
ス
に
滞
在
し
た
。

　
12
月
14
日
に
は
図
書
館
本

館
の
特
別
書
庫
で
「
人
権
宣

言
」
や
「
マ
リ
ー
・
ア
ン
ト

ワ
ネ
ッ
ト
の
死
刑
判
決
書
」

な
ど
の
貴
重
な
資
料
を
実
際

に
見
た
。
特
に
人
権
宣
言
に

は
「
色
の
付
い
た
印
刷
物
は

初
め
て
」
と
感
嘆
。「
東
洋

に
あ
る
大
学
に
、
フ
ラ
ン
ス

革
命
期
の
資
料
が
こ
ん
な
に

た
く
さ
ん
あ
る
な
ん
て
驚
き

だ
。
有
名
な
資
料
の
ほ
か

に
、
未
知
の
貴
重
な
資
料
が

隠
さ
れ
て
い
る
と
思
う
」
と

語
り
、
本
学
で
の
調
査
に
手

応
え
を
感
じ
て
い
た
。

　
専
大
で
ミ
シ
ェ
ル
・
ベ
ル

ン
シ
ュ
タ
イ
ン
文
庫
の
資
料

が
充
実
し
て
い
る
こ
と
は
、

本
学
が
主
催
し
た
国
際
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
で
講
演
し
た
、
指

導
教
授
の
ロ
イ
ド
・
ク
レ
ー

マ
ー
氏
や
本
学
の
近
江
吉
明

文
学
部
教
授
を
通
し
て
知
っ

た
。

米国の大学院生ハリスさん

ベルンシュタイン文庫研究

貴重な資料に触れ、笑顔のハリスさん

則
校
長
）
の
吹
奏
楽
部
Ｖ
Ｅ

Ｎ
Ｔ
Ｕ
Ｒ
Ｅ
Ｓ
は
12
月
16

日
、
さ
い
た
ま
市
の
さ
い
た

ま
ス
ー
パ
ー
ア
リ
ー
ナ
で
開

催
さ
れ
た
「
第
46
回
マ
ー
チ

ン
グ
バ
ン
ド
全
国
大
会
」

（
日
本
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド

協
会
主
催
）
高
等
学
校
の

部
、
小
編
成
部
門
（
54
人
以

内
）
で
、
12
回
目
の
金
賞
を

受
賞
し
た
。

　
17
年
連
続
の
全
国
大
会
出

場
で
、
出
場
回
数
、
金
賞
受

賞
と
も
九
州
支
部
で
は
最
多

　
専
修
大
学
玉
名
高
等
学
校

（
熊
本
県
玉
名
市
、
松
野
孝

金
栗
四
三
の
写
真
を
映
し
な
が
ら
功
績
を
振
り

返
っ
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

　
専
修
大
学
の
研
究
力
、
教

育
力
を
発
信
す
る
社
会
知
性

フ
ォ
ー
ラ
ム
が
12
月
８
日
、

熊
本
県
玉
名
市
で
行
わ
れ

た
。「
夢
を
翔
け
る
」
を
テ

ー
マ
に
玉
名
市
名
誉
市
民
で

日
本
マ
ラ
ソ
ン
の
父
・
金か

な

栗く
り

四し

三そ
う

（
１
８
９
１
〜
１
９
８

３
）を
取
り
上
げ
、専
修
大
学

ス
ポ
ー
ツ
研
究
所
の
教
員
ら

３
人
が
金
栗
の
偉
業
を
振
り

返
る
と
と
も
に
、
ス
ポ
ー
ツ

の
未
来
に
つ
い
て
語
っ
た
。

　
金
栗
は
日
本
初
の
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
選
手
と
し
て
１
９
１

２
年
の
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
大

会
に
出
場
。
以
後
２
回
の
五

輪
で
活
躍
し
た
後
、
箱
根
駅

伝
を
創
設
。
マ
ラ
ソ
ン
の
普

及
や
選
手
育
成
に
尽
力
し

た
。
２
０
１
９
年
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ

大
河
ド
ラ
マ
「
い
だ
て
ん
」

の
主
人
公
の
一
人
。

　
佐
々
木
重
人
学
長
は
「
若

者
に
郷
土
の
偉
大
な
人
物
の

こ
と
を
知
っ
て
も
ら
う
と
と

も
に
、
金
栗
さ
ん
の
生
き
方

か
ら
ス
ポ
ー
ツ
の
魅
力
に
つ

い
て
理
解
を
深
め
て
ほ
し

い
」と
あ
い
さ
つ
。玉
名
市
の

藏
原
隆
浩
市
長
は
フ
ォ
ー
ラ

ム
開
催
に
謝
辞
を
述
べ
た
。

　
佐
竹
弘
靖
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

情
報
学
部
教
授
は
「
金
栗
四

三
と
箱
根
駅
伝
」
を
テ
ー
マ

に
生
い
立
ち
、
マ
ラ
ソ
ン
と

の
出
合
い
か
ら
ラ
ン
ナ
ー
と

し
て
の
活
躍
、
引
退
後
の
教

員
生
活
、
箱
根
駅
伝
創
設
に

向
け
た
取
り
組
み
を
解
説
。

「
日
本
選
手
が
世
界
で
戦
う

上
で
黎
明
の
鐘
と
な
っ
た
。

金
栗
さ
ん
の
前
に
道
は
な

く
、後
に
道
が
で
き
た
。後
進

の
育
成
や
将
来
の
日
本
ス
ポ

ー
ツ
界
の
こ
と
を
考
え
て
い

た
人
で
、
そ
の
功
績
は
燦さ

ん

然ぜ
ん

と
輝
い
て
い
る
」と
語
っ
た
。

　
金
栗
と
20
年
近
く
親
交
が

あ
っ
た
玉
名
市
金
栗
四
三
Ｐ

Ｒ
推
進
室
の
德
永
愼
二
さ
ん

（
昭
54
文
）は
「
小
学
生
の
時

か
ら
指
導
を
受
け
、
大
会
で

い
い
結
果
が
出
な
か
っ
た
時

は
『
次
に
つ
な
げ
れ
ば
よ
か

た
い
』と
励
ま
し
て
く
れ
た
。

一
本
気
な
人
だ
っ
た
」
と
人

柄
を
紹
介
。
齋
藤
実
経
営
学

部
教
授
は
「
日
本
ス
ポ
ー
ツ

の
フ
ロ
ン
ト
ラ
イ
ン
」
を
テ

ー
マ
に
、「
ス
ポ
ー
ツ
は
文
化

の
一
つ
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
か

ら
子
ど
も
の
運
動
会
ま
で
、

頑
張
る
姿
が
与
え
る
影
響
は

大
き
い
」
と
ス
ポ
ー
ツ
の
影

響
力
に
つ
い
て
説
い
た
。

　
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
は
、
ス
ポ
ー
ツ
用
具
の
進

歩
に
つ
い
て
語
り
、
德
永
さ

ん
は
金
栗
が
考
案
し
た
「
金

栗
足
袋
」
と
呼
ば
れ
る
マ
ラ

ソ
ン
シ
ュ
ー
ズ
を
披
露
。
日

本
に
シ
ュ
ー
ズ
を
製
作
す
る

技
術
が
な
い
時
代
、
メ
ー
カ

ー
と
試
行
錯
誤
を
重
ね
た
秘

話
を
紹
介
し
た
。
齋
藤
教
授

は
「
記
録
の
向
上
に
大
き
な

貢
献
を
す
る
」と
話
し
、シ
ュ

ー
ズ
の
進
歩
と
男
子
マ
ラ
ソ

ン
の
世
界
記
録
の
推
移
を
デ

ー
タ
で
示
し
た
。

　
司
会
は
専
大
玉
名
高
校
情

報
メ
デ
ィ
ア
科
の
女
子
生
徒

２
人
が
担
当
。
生
徒
ら
約
６

０
０
人
が
出
席
し
、
同
高
吹

奏
楽
部
の
演
奏
も
あ
っ
た
。

同
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
２
０
１
０

年
か
ら
行
わ
れ
、
玉
名
市
で

の
開
催
は
３
回
目
。

専
大
玉
名
高
12
回
目
の
金
賞

マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
全
国
大
会

玉名市で社会知性フォーラム 日
本
初
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
・
マ
ラ
ソ
ン
の
父

 

金
栗
四
三
の
偉
業
振
り
返
る


